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表
紙
解
説

タ
イ
ム
マ
シ
ン
か
ら
見
た
未
来

19
世
紀
末
か
ら
20
世
紀
に
か
け

て
人
々
は
さ
ま
ざ
ま
な
未
来
都

市
を
想
像
し
、ま
た
描
い
て
き
た
。

貧
困
の
解
決
を
夢
見
る
人
々
が

求
め
た
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
理
想
に

満
ち
溢
れ
た
都
市
。

空
高
く
浮
か
び

地
を
見
下
ろ
す
都
市
。

天
を
衝
く
摩
天
楼
で

埋
め
尽
く
さ
れ
た
都
市
。

環
境
に
配
慮
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

循
環
型
都
市
。

遠
い
未
来
、
タ
イ
ム
マ
シ
ン
に

乗
っ
て
、
過
去
か
ら
現
在
、そ
し

て
21
世
紀
よ
り
先
の
未
来
へ
と
未

来
都
市
の
系
譜
を
覗
き
見
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で

あ
ろ
う
か
。

安全で快適なエレベーターの未来をデザインする
　



「プラグイン・シティ」Plug-in City Study, Max Pressure Area （Section）. Peter Cook, 　�Archigram 1964

「未来都市」。その言葉にはどこか懐かしい響きがある。
それは文字通りの未来を指すのではなく、
それぞれの時代でそれぞれの未来を夢見た人々が思い描いたイメージの歴史の集積であるからだろう。
「プラグイン・シティ」は、1960年代のイギリスで誕生した「アーキグラム」という建築家集団による未来都市イメージのひとつである。
彼らが生み出した「ポップ」な未来都市像は、どれも突拍子もないものだが、
それは過去の未来都市イメージのコラージュでもあり、ときに現在の都市の姿を驚くほど的確に洞察した予言書のようでもある。
21世紀。「未来都市」の現在は？　そして未来は？　
それを知るためにタイムマシンに乗り、建築家の今村創平氏のナビゲーションで交通と都市への想像力を見てみたい。



「Metropolis」
Images: Friedrich-Wilhelm-Murnau-Stiftung

「四国文明圏」真鍋 博　Images: 愛媛県美術館

受
け
継
が
れ
る

「
未
来
都
市
」
の
夢

　

誰
し
も
一
度
は「
こ

ん
な
家
に
住
み
た
い
」

「
こ
ん
な
都
市
で
暮
ら

し
た
い
」「
こ
ん
な
乗

り
物
が
欲
し
い
」
と

夢
見
る
。
そ
ん
な
想

像
力
を
か
き
立
て
た

の
は
、
S
F
小
説
や

S
F
映
画
だ
。
戦
後
、
日
本
人
に
未
来
都
市

の
イ
メ
ー
ジ
を
強
烈
に
焼
き
付
け
た
の
は
手

塚
治
虫
の
国
民
的
マ
ン
ガ
『
鉄
腕
ア
ト
ム
』

だ
ろ
う
。
空
中
を
飛
び
交
う
乗
り
物
、
都
市

を
つ
な
ぐ
流
線
型
の
チ
ュ
ー
ブ
は
未
来
的
で
、

そ
こ
は
人
間
と
ロ
ボ
ッ
ト
が
共
存
す
る
都
市

だ
っ
た
。

　

そ
の
手
塚
治
虫
の
未
来
都
市
イ
メ
ー
ジ

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
、
1
9
2
6

年
に
制
作
さ
れ
た
S
F
映
画
『
メ
ト
ロ
ポ
リ

ス
』（
フ
リ
ッ
ツ
・
ラ
ン
グ
監
督
）
で
、
こ
の
映
画

で
は
当
時
の
人
々
の
好
奇
心
を
刺
激
し
た
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
摩
天
楼
を
ヒ
ン
ト
に
し
た
、

高
層
ビ
ル
や
空
中
の
交
通
が
密
集
す
る
未
来

都
市
が
物
語
の
舞
台
だ
っ
た
。
こ
の
映
画
を

観
た
手
塚
治
虫
は
、
1
9
4
9
年
に
同
名
の

単
行
本
を
描
き
下
ろ
し
、
未
来
の
高
層
ビ
ル

群
と
女
性
人
造
人
間
の
悲
劇
を
描
い
た
。
こ

の
「
未
来
都
市
の
記
憶
」
は
、
そ
の
52
年
後

の
2
0
0
1
年
に
、
新
た
な
想
像
力
を
加
え

た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
『
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
』

へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　

日
本
で
未
来
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
た

の
は
、
手
塚
治
虫
だ
け
で
は
な
い
。
星
新
一

を
は
じ
め
と
す
る
日
本
S
F
作
家
の
著
書
の

19世紀末から20世紀にかけて、人々はさまざまな未来都市を想像し、
また描いてきた。
近代的な理念で建てられた都市計画に基づいた都市。あるいはまるで
でたらめに見える都市。想像の度合いはさまざまだが、そこには時代
ごとに人々が抱いた夢がどこか投影されている。この特集では、さま
ざまな形で描かれた未来都市イメージを振り返りながら、その夢の歴史
を追い、19世紀に描かれた理想主義的な未来都市イメージ、そして20
世紀初頭のアメリカに登場した目新しさを追求した都市イメージとと
もに、「アンビルト」な建築物を多数描いたアーキグラムに注目する。

表
紙
、
挿
絵
を
多
く
担
当
し
た
イ
ラ
ス
ト
レ

ー
タ
ー
の
真
鍋
博
は
、生
涯
に
わ
た
っ
て
「
こ

ん
な
都
市
に
住
ん
で
み
た
い
」
と
思
わ
せ
る

楽
し
い
未
来
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
生
み
出
し

続
け
た
。

2
つ
の
未
来
都
市

　

こ
れ
ま
で
人
々
は
未
来
都
市
を
ど
の
よ
う

に
想
像
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
デ
ザ
イ
ン

史
に
詳
し
い
武
蔵
野
美
術
大
学
の
柏
木
博
教

授
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
19
世
紀
か
ら
20
世
紀
の
未
来
都
市
イ
メ

ー
ジ
の
変
遷
を
考
え
る
と
き
、
大
き
く
分
け

る
と
、
社
会
主
義
的
な
理
念
に
よ
っ
て
計
画

さ
れ
た
理
想
の
未
来
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
と
、

ア
メ
リ
カ
の
パ
ル
プ
マ
ガ
ジ
ン
（
20
世
紀
前
半

に
全
盛
を
誇
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
大
衆
娯
楽
雑
誌
）
の

イ
ラ
ス
ト
の
よ
う
な
ガ
ジ
ェ
ッ
ト
（
面
白
く
て

欲
し
く
な
る
も
の
）
的
な
未
来
都
市
の
イ
メ
ー

ジ
と
い
う
2
つ
の
流
れ
が
あ
り
ま
す
」

　

近
代
的
な
都
市
計
画
の
概
念
は
、
も
と
も

と
19
世
紀
後
半
に
世
界
中
で
発
生
し
て
い

た
ス
ラ
ム
街
問
題
の
解
決
策
と
し
て
登
場
し

た
。
貧
困
の
解
決
を
夢
見
る
人
々
が
、
ユ
ー

ト
ピ
ア
的
な
理
想
を
未
来
都
市
の
イ
メ
ー
ジ

に
込
め
た
の
で
あ
る
。

　
「
革
命
後
の
ロ
シ
ア
で
も
、
数
多
く
の
建

築
家
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
、
空
中
に
浮
か
ぶ
未

来
都
市
や
機
械
仕
掛
け
の
巨
大
な
鉄
塔
建
築

物
な
ど
、
未
来
都
市
的
な
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
を

多
く
残
し
て
い
ま
す
」

　

そ
こ
に
あ
る
の
は
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
な
理

想
に
基
づ
く
未
来
都
市
計
画
の
姿
だ
。

　
「
1
9
2
0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
で
登
場
し

た
未
来
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
当
時
流
行
し

「メトロポリス」
�手塚プロダクション／METROPOLIS製作委員会
販売元：バンダイビジュアル



「インスタント・シティ」Instant City Airships, The Airship in Lancashire collage. Peter Cook,  �Archigram 1970

　 　

た
パ
ル
プ
マ
ガ
ジ
ン
の
S
F
小
説
に
描
か
れ

た
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
つ
く
り
出
す
未
来
都

市
を
基
盤
に
し
て
い
ま
す
」

　

そ
こ
で
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
理
念
よ
り

む
し
ろ
「
目
新
し
い
装
置
」
へ
の
純
粋
な
好

奇
心
で
あ
る
。

ア
ー
キ
グ
ラ
ム
の

動
く
未
来
都
市

　

19
世
紀
か
ら
20
世
紀
半

ば
ま
で
、
大
き
く
2
つ
の
流

れ
の
な
か
で
構
想
さ
れ
て
き

た
未
来
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
も
、

1
9
6
0
〜
70
年
代
の
カ
ウ

ン
タ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
に
大
き

な
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

　

1
9
6
1
年
に
イ
ギ
リ

ス
に
登
場
し
た
若
き
建
築

家
集
団
ア
ー
キ
グ
ラ
ム
。
ピ

ー
タ
ー
・
ク
ッ
ク
、
ウ
ォ
ー
レ

ン
・
チ
ョ
ー
ク
、
デ
ニ
ス
・
ク

ロ
ン
プ
ト
ン
、
デ
ビ
ッ
ト
・

グ
リ
ー
ン
、
ロ
ン
・
ヘ
ロ
ン
、

そ
し
て
マ
イ
ケ
ル
・
ウ
ェ
ブ

の
6
人
が
、
自
分
た
ち
で
編

集
・
発
行
し
た
雑
誌
『
ア
ー

キ
グ
ラ
ム
』
で
さ
ま
ざ
ま
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
提
案
を
行

っ
た
。
彼
ら
は
、
建
築
に
ロ

ッ
ク
や
コ
ミ
ッ
ク
の
イ
メ
ー

ジ
を
取
り
入
れ
、
既
成
の
建

築
に
対
す
る
痛
烈
な
批
判
と

都
市
の
イ
メ
ー
ジ
の
徹
底
的

な
組
み
換
え
に
挑
戦
し
て
い

っ
た
。
ア
ー
キ
グ
ラ
ム
の
提

柏木 博
Hiroshi Kashiwagi
1946年生まれ。武蔵野
美術大学産業デザイン
科卒業。東京造形大学
教授を経て武蔵野美術
大学教授。主な著書に、
『ユートピアの夢20
世紀の未来像』(未来
社)、『肖像のなかの権
力』（講談社学術文庫）、
『デザインの20世紀』
（NHK出版）、『家事の
政治学』（青土社）、『芸
術の複製技術時代』（岩
波書店）、『日用品の文
化誌』（岩波書店）、『色
彩のヒント』（平凡社）
などがある。

こ
れ
は
、
西
欧
の
伝
統
的
な
永
遠
の

都
市
と
い
う
概
念
と
対
極
的
な
、
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
の
都
市
な
の
で
あ
る
。

　

建
築
家
だ
け
で
は
な
く
、
デ
ザ
イ

ナ
ー
な
ど
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、

い
ま
も
高
く
評
価
さ
れ
る
ア
ー
キ

グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
建
築
家
の
今
村

創
平
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
ア
ー
キ
グ
ラ
ム
が
興
味
深
い
の

は
、
い
ま
か
ら
半
世
紀
近
い
前
に
、

非
常
に
現
代
的
な
問
題
を
扱
っ
て

い
る
こ
と
で
す
。『
イ
ン
ス
タ
ン
ト
・

シ
テ
ィ
』や『
プ
ラ
グ
イ
ン
・
シ
テ
ィ
』

と
い
っ
た
、
自
由
に
取
り
替
え
可

能
な
都
市
と
い
う
発
想
や
エ
コ
ロ

ジ
カ
ル
な
都
市
構
想
は
、
ま
っ
た
く
新
し
い

ユ
ニ
ー
ク
な
都
市
イ
メ
ー
ジ
を
発
見
し
、
ド

ロ
ー
イ
ン
グ
の
中
に
定
着
さ
せ
た
も
の
で
す

が
、
現
在
、
そ
れ
は
部
分
的
に
現
実
化
し
つ

つ
あ
り
ま
す
」

　

ア
ー
キ
グ
ラ
ム
の
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
は
ア
イ

デ
ィ
ア
の
宝
庫
、
と
今
村
氏
は
語
る
。
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
と
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
共
存
と
い
う
ア

ー
キ
グ
ラ
ム
の
発
想
も
、
い
ま
の
私
た
ち
が

ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
や
ポ
ー
タ

ブ
ル
オ
ー
デ
ィ
オ
を
持
っ
て
い
く
よ
う
な
感

覚
に
近
い
と
い
う
。
単
純
に
田
舎
暮
ら
し
に

戻
れ
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
感
じ
る
現
代
の

私
た
ち
に
と
っ
て
、
ア
ー
キ
グ
ラ
ム
の
提
出

し
た
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
い
ま
も
な
お
先
鋭
的
で

さ
え
あ
る
。

案
は
、
実
際
に
建
て
ら
れ
る
こ
と
を
前
提
に
し

な
い
、
自
由
奔
放
な
空
想
を
楽
し
む
も
の
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

　

ア
ー
キ
グ
ラ
ム
の
メ
ン
バ
ー
の
1
人
、
ピ

ー
タ
ー
・
ク
ッ
ク
が
提
案
し
た
「
モ
ン
ト
リ

オ
ー
ル
・
タ
ワ
ー
」
は
、
施
設
の
一
部
が
空

中
高
く
持
ち
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
ら
を
つ
な
ぐ

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
と
も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
も

読
み
と
れ
る
装
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ピ
ー
タ
ー
・
ク
ッ
ク
が
中
心
と
な

っ
た
「
イ
ン
ス
タ
ン
ト
・
シ
テ
ィ
」
は
、
ま
る

で
旅
す
る
サ
ー
カ
ス
の
一
団
の
よ
う
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
都
市
の
構
成
要
素
を
飛
行
船
な
ど

で
運
び
、
何
も
な
い
と
こ
ろ
に
突
如
と
し
て

都
市
が
出
現
し
、
ま
た
す
ぐ
に
忽
然
と
姿
を

消
す
過
激
な
都
市
を
提
案
し
て
い
る
。

「モントリオール・タワー」
Montreal Tower, 

Elevation. Peter Cook, 
�Archigram 1963



動く建築（ウォーキング・シティ）、取り替え可能な都市（プラグイン・シティ）。1960～70年代にアーキグラム
が生み出したドローイングの数々は、「建築」という概念の枠や伝統にとらわれない自由さに溢れていた。
しかし、当時は夢物語と思われたアーキグラムが夢見た建築のいくつかは、現実となって私たちの目前に現れて
きている。現代の東京やニューヨークの都市の光景は、アーキグラムが提示した必要最小限のエレメントだけを
ポータブルな形に凝縮し、既存の空間にそれを導入していくことで、まさにインスタントに都市を構築していこ
うという「インスタント・シティ」が具体化した姿のようだ。私たちはそうした未来の都市を、まさに生きている
のである。ここではそうした1960年代に夢見られた未来都市が具体化した事例を紹介する。

。1960～70年代にアーキグラム
が生み出したドローイングの数々は、「建築」という概念の枠や伝統にとらわれない自由さに溢れていた。
しかし、当時は夢物語と思われたアーキグラムが夢見た建築のいくつかは、現実となって私たちの目前に現れてしかし、当時は夢物語と思われたアーキグラムが夢見た建築のいくつかは、現実となって私たちの目前に現れてしかし、当時は夢物語と思われたアーキグラムが夢見た建築のいくつかは、現実となって私たちの目前に現れて
きている。現代の東京やニューヨークの都市の光景は、アーキグラムが提示した必要最小限のエレメントだけをきている。現代の東京やニューヨークの都市の光景は、アーキグラムが提示した必要最小限のエレメントだけを
ポータブルな形に凝縮し、既存の空間にそれを導入していくことで、まさにインスタントに都市を構築していこ
うという「インスタント・シティ」が具体化した姿のようだ。私たちはそうした未来の都市を、まさに生きているうという「インスタント・シティ」が具体化した姿のようだ。私たちはそうした未来の都市を、まさに生きている
のである。ここではそうした1960年代に夢見られた未来都市が具体化した事例を紹介する。

レム・コールハース「ボルドーの住宅」
（フランス・ボルドー）

ビル内交通の外部化

　ビルの壁面をかご室を露出させて移動する屋外形展望エレベー
ター。上下の移動そのものをエンターテインメント化すると同時に、
移動システムが建物の外側にさらされることによって、都市の風景
の一要素としてシンボル化されている点が未来的だ。
　例えばSF映画などで未来都市の光景が描かれるとき、高層建築
群とともに、必ず何らかの乗り物が目に入らないだろうか。「人を
乗せた機械」が動く姿は、それだけで都市の生き生きとした表情を
構成する。都市と移動手段とは、未来的なイメージを喚起する上で
密接な関係にあることがわかる。

　現代オランダを代表する建築家レム・コールハースは、アー
キグラムのメンバーが教壇に立つ「AAスクール」の出身。彼が
設計した「ボルドーの住宅」（1998年）は、車椅子生活を送る
施主のために考え出されたもので、エレベーターを単なる上下の
狭い移動手段でなく、エレベーター自体を「動く部屋」として
扱っている。写真で書斎のように見えている一角は、動力装置に
よって床ごと上下する仕組みで、階段などを使わずに邸内を自由
に移動できる。吹き抜けの側面は上から下まですべて本棚になっ
ており、床を任意の位置で止めれば、車椅子に座ったままでも本
に手が届くようになっている。
　動く建築、あるいは移動手段と居住空間の一体化というモチ
ーフは、アーキグラムが得意としたところである。今いる位置
から動かずに周りの情景を変えることができる、という意味でも
「ボルドーの住宅」にはアーキグラム的な発想が伺える。

泉ガーデンタワー
（日本・東京都）

Images: OMA

居住空間のスライド（移動）

ビル内交通の外部化



　 　

日
米
の
中
学
校
に
よ
る

未
来
都
市
コ
ン
テ
ス
ト

聖徳学園中学校の未来
都市。現在広島で活用
しているような LR T
「グリーンムーバー」を
高齢者の移動手段とし
て、都市部に一般車の乗
り入れを禁止している。
交通渋滞を抑えるため
に高速道路は地下につ
くっている。

　

米
国
N
a
t
i
o
n
a
l 

E
n
g
i
n
e
e
r
s
'

W
e
e
k
主
催
の
「
未
来

都
市
コ
ン
テ
ス
ト
」
は
、

全
米
の
中
学
生
を
対
象
に

1
9
9
3
年
か
ら
続
く
コ

ン
テ
ス
ト
。
日
本
で
は
日

本
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
メ
モ

リ
ア
ル
基
金
の
日
米
共

同
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
す
る
中
学
校
に
よ
り
、

2
0
0
3
年
度
か
ら
毎
年

行
わ
れ
て
い
る
。
各
校

と
も
生
徒
3
人
、
教
員
1

人
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
1
人
の

チ
ー
ム
を
組
ん
で
、
①
都

市
開
発
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
ゲ
ー
ム
「
シ
ム
シ
テ
ィ

3
0
0
0
」
の
都
市
デ
ー

タ
②
都
市
の
模
型
と
そ
の

説
明
文 

③
作
文 

④
口
頭

発
表
と
審
査
員
の
質
問
に

答
え
る

の̶
審
査
で
競

い
合
う
も
の
。
優
勝
校
の

生
徒
は
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開

催
さ
れ
る
全
米
大
会
に
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
派
遣

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
2
0
0
4
年
度
は
8

校
が
参
加
、
聖
徳
学
園
中

学
校
が
優
勝
し
た
。

　
「
科
学
技
術
を
想
像
力

を
使
っ
て
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
こ
と
と
、
ま
た
エ
ン

ジ
ニ
ア
を
探
さ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
学
校
の
外
の
地
域
社

会
と
の
交
流
が
で
き
る
こ

と
が
大
き
な
教
育
効
果
だ

と
思
い
ま
す
。
日
本
に
比

べ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
中
学

生
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
能
力
が
高
い
。
派
遣
さ

れ
た
日
本
の
優
勝
校
の
先

生
や
生
徒
た
ち
も
、
ア
メ

リ
カ
の
同
世
代
の
子
供
た

ち
を
見
て
驚
い
て
い
ま
し

た
。
日
本
の
コ
ン
テ
ス
ト

出
品
作
品
は
、
い
ま
は
ま

だ
老
人
福
祉
と
か
、
環
境

保
護
と
い
う
テ
ー
マ
ば
か

り
で
、
あ
ま
り
型
破
り
な

も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

ア
メ
リ
カ
の
子
供
た
ち
が

と
に
か
く
自
分
が
住
み
た

い
夢
の
都
市
を
描
い
て
い

る
の
を
見
て
、こ
れ
か
ら
は

日
本
の
生
徒
も
も
っ
と
自

由
に
発
想
を
広
げ
て
い
け

る
よ
う
に
な
る
と
い
い
な

と
思
い
ま
す
」と
、日
米
教

育
委
員
会 

フ
ル
ブ
ラ
イ
ト

メ
モ
リ
ア
ル
基
金
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、

ジ
ョ
ー
ン
ズ
享
子
氏
は
今

後
に
期
待
を
込
め
る
。

　オランダの若手建築家カップル、UN STUDIOが手がけた自動車メーカ
ーの博物館（2006年完成予定）。自動車を展示するため、全体が巨大な螺旋
状のスロープになっている。螺旋は二重で、上まで昇るとまた降りてくるよ
うな構造のため、来館者は歩きながら、あるいは自動車に乗りながら、すべ
ての展示を連続して鑑賞することができる。自動車の博物館として優れてい
ると同時に、「人と車が同じ場所で生活する」未来の建築のモデルとして今
から注目を集めている建築である。
　「建築としての自動車」という意味では、2003年の「東京モーターショー」
で発表された一人乗りのコンセプトカーであるトヨタ自動車「PM」の進化
版「i-unit」が愛・地球博で発表されている。いわば乗り物と部屋と家具を
兼ねる移動カプセルユニットであり、カプセルの姿勢も走行スピードに応じ
て変化する。椅子なら椅子、車なら車と用途ごとに別々の道具を用意するの
ではなく、1台が変形してさまざまな用途を兼ねる点が、未来の建築と家具
のあり方を示しているかのようだ。

UN STUDIO
「メルセデス・ベンツ・ミュージアム」
（ドイツ・シュトュットガルト）

a b

b

C Images：トヨタ自動車

米国の提案校による電車が地上チューブの中を走る車を使わない未来都市。

建築内移動手段とカプセル化

トヨタ
「i-unit」 
（日本・愛知県）

C

外観

a 展開図

建築内移動手段とカプセル化



『 』

ロンドンの「AAスクール」は、ピーター・クックやロン・ヘロンといった、かつてのアーキグラムのメンバーが教鞭を取り、先鋭的
な教育プログラムで現代のアヴァンギャルド建築家を多数輩出している名門私立大学である。建築の実務にとらわれない夢想的な
スタイルが特徴で、アーキグラムの遺伝子を現代に伝えている。今村創平氏とジン・ヨハネス氏は、そんなAAスクールで学んだ日本人
建築家たちである。アーキグラムの発想を受け継ぐ若き建築家が構想する、21世紀未来都市の風景とは？

道路と建物が連続的につながるシームレス・シティー
制作=今村 創平  +  高橋 晃

Souhei Imamura ●建築家。1966年東京生まれ。1989年早稲田大学理工学部建築学科卒業。1990年
から1992年までAAスクール（ロンドン）、1993年から2001年まで長谷川逸子・建築計画工房（株）勤務。
2002年設計事務所アトリエ・イマム一級建築士事務所設立。2003年プロスペクター設立。ブリティ
ッシュ・コロンビア大学非常勤講師、京都造形芸術大学非常勤講師。主な建築作品に「富士ふたば幼稚園」
など。『Tokyo from Vancouver』（共著）、『現代住宅キーワード』（仮題、共著）、建築雑誌などへの寄稿多数。

Akira Takahashi●KLOKA GRAPHICS（クローカ・グラ
フィックス）代表。広告や装幀、音楽関係のグラフィックデザイ
ンとともに、yab-yumやmignon/enchainement等の
ショップデザインが高い評価を得ている。
http://www.kloka.com/　

シームレス・シティーでは、乗り換えの必要なく都市内を移動し、そのままビル内の目的の場所まで行くことができる。
移動のためのカプセルは、これまでの車とエレベーターの機能を兼ね備えたものであり、かつ居住空間にもなっている。
蓮の葉の上の水滴のような、透明で柔らかいカプセルは、道路の上やビルの壁面を転がるようにスムーズに移動する。

シ
ー･

ジ
ェ
イ
・
リ
ム　c

j lim

●
マ
レ
ー
シ
ア

生
ま
れ
。
１
９
８
７
年
に
Ａ
Ａ
ス
ク
ー
ル
を

卒
業
。
ロ
ン
ド
ン
で
数
々
の
建
築
事
務
所
に
勤

め
た
後
、S

tudio8
 A
rchitects

を
設
立
。

現
在
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
バ
ー
ト
レ
ッ
ト
校
ユ
ニ

ッ
ト
マ
ス
タ
ー
兼
建
築
研
究
所
所
長
。
ベ
ネ
チ

ア
建
築
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
04
に
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら

出
展
。
作
品
集
に
『how

 green is your 
garden

?

』（W
ILEY

-A
C
A
D
EM

Y

）
他
多
数
。

　

現
在
、ロ
ン
ド
ン

の
若
手
建
築
家
の
中

で
も
リ
ー
ダ
ー
的
な

存
在
で
あ
る
シ
ー
・

ジ
ェ
イ
・
リ
ム
は
、
Ａ
Ａ
ス

ク
ー
ル
で
ア
ー
キ
グ
ラ
ム
の

ピ
ー
タ
ー
・
ク
ッ
ク
に
師
事

し
た
人
物
の
一
人
。

　

い
わ
ゆ
る
ア
ン
ビ
ル
ト（
建

つ
こ
と
を
前
提
と
し
な
い
建
築
）

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
精
力
的

に
手
が
け
て
お
り
、そ
の
卓
抜

な
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
と
豊
か
な

ア
イ
デ
ィ
ア
は
ま
さ
に
現
代

ア
ー
キ
グ
ラ
ム
の
旗
手
と
呼

ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
。

　

例
え
ば
作
品
集
『how

 
green is your garden?

』

は
、
９
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

そ
れ
ぞ
れ
「
庭
」
に
見
立
て
、

そ
こ
に
不
思
議
の
国
の
ア
リ

ス
が
訪
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

物
と
遭
遇
す
る
と
い
う
奇
抜

な
構
成
だ
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

い
く
つ
か
は
国
際
コ
ン
ペ
に

提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
ア
ー

キ
グ
ラ
ム
の
自
在
な
発
想
と

ユ
ニ
ー
ク
な
ス
ト
ー
リ
ー
を

組
み
合
わ
せ
る
ス
タ
イ
ル
を

継
承
し
、
独
自
の
洗
練
さ
れ

た
世
界
を
構
築
し
て
い
る
。



　 　

超伝導4列式　水平制御ノンリニア・モーター方式　ヘリックス・エレベーター
制作=ジン・ヨハネス

『 』

このヘリックス・エレベーター（螺旋エレベーター）は、
あらゆる地点と地点を結び、垂直水平を自由に操る
未来の有機的な建築に向いている。このエレベーター
に乗ると、パノラミックに展望が開け、回転がかかっ
て昇降していく。最近放映されたABCニュースに
よると、サンディアゴ・ カラトラバのシカゴ超高層
建築は「ぐるぐるに渦巻いた超高層」になっている
という。今構想されている計画案同士を比較してみ
てみると、このエレベーターも将来展望が開けてくる
だろう。

Gin Johannes●建築家。1992年、ロンドンのAAスクールでアーキグラムのロン・ヘロンに師事。1994年、ニック・グリムショウ、マイケル・
ホプキンス、リチャード・ロジャースに師事。1995年、セドリック・プライスに師事、AAディプロマ取得。Gin Johannes Studio主宰。アメリカ、
ペンシルバニア州「Fright 93」国際コンペ、ニューヨーク「コニー・アイランド」再開発コンペに出展。国際コンぺ等への出展多数。主な建築
作品に「ゼリー建築 2005」など。

『 』
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都
市
型
の
有
料
老
人
ホ
ー
ム

　

太
平
洋
シ
ル
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
手
が
け
る
「
都
市
型
」
の

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
ま
ず

は
代
表
取
締
役
理
事
長
の
馬
島
茂
氏
に
、
第
１
号
の
「
シ
ル

バ
ー
ヴ
ィ
ラ
哲
学
堂
」（
東
京
都
中
野
区
）
が
オ
ー
プ
ン
し
た
当

時
を
振
り
返
り
な
が
ら
説
明
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
「
１
９
８
４
年
当
時
、
一
般
に
は
公
的
な
老
人
ホ
ー
ム
（
老

人
福
祉
法
で
定
め
ら
れ
た
老
人
福
祉
施
設
）
が
多
く
、
有
料
老
人
ホ

ー
ム
は
元
気
な
お
年
寄
り
が
高
い
お
金
を
払
っ
て
悠
々
自
適

に
生
活
す
る
場
所
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
。
し
か
し
私

に
は
、
郊
外
の
豪
華
な
有
料
老
人
ホ
ー
ム
は
、
静
か
で
す
が

刺
激
が
な
い
よ
う
に
思
え
た
の
で
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
都

市
型
の
有
料
老
人
ホ
ー
ム
を
提
案
し
、
そ
の
利
点
と
し
て
、

ご
家
族
や
社
会
と
の
交
流
、
医
療
機
関
を
は
じ
め
と
す
る
社

会
的
イ
ン
フ
ラ
と
の
提
携
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
ご
家
族
の

面
会
が
多
い
こ
と
は
私
た
ち
の
自
慢
で
も
あ
り
ま
す
」

　

現
在
、
一
館
当
た
り
の
定
員
は
お
よ
そ
50
〜
60
人
程
度
。

ま
た
入
居
者
の
平
均
年
齢
は
87
歳
弱
で
、
う
ち
女
性
が
85
パ

ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
と
い
う
。

　
「
き
め
細
か
い
お
世
話
が
私
た
ち
の
売
り
で
す
か
ら
、あ
ま
り

大
き
な
施
設
は
作
れ
ま
せ
ん
。私
た
ち
は
ハ
ー
ド
で
は
な
く
ソ

フ
ト
、
人
材
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
言
い
ま
し
た
ら
、
あ

る
お
客
さ
ま
い
わ
く『
お
た
く
の
売
り
は
〞ハ
ー
ト
〝だ
よ
』と
」

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
心
配
り

　

今
回
伺
っ
た
「
シ
ル
バ
ー
シ
テ
ィ
石
神
井
」
は
、

１
９
９
２
年
の
オ
ー
プ
ン
。
閑
静
な
住
宅
街
の
一
角
に
あ
る
。

同
社
が
運
営
す
る
他
の
６
つ
の「
シ
ル
バ
ー
ヴ
ィ
ラ
」に
比
べ
、

居
室
・
共
有
ス
ペ
ー
ス
を
広
く
、
付
帯
設
備
を
充
実
さ
せ
た

の
が
こ
の
「
シ
テ
ィ
」
だ
と
い
う
。

　

シ
ル
バ
ー
シ
テ
ィ
石
神
井
園
長
の
原
澤
芳
男
氏
に
案
内
し

て
い
た
だ
い
た
。

「
入
居
者
の
方
が
趣
味
を
通
じ
て
交
流
で
き
る
よ
う
、
ギ
ャ

ラ
リ
ー
、
図
書
室
、
茶
室
と
い
っ
た
施
設
を
設
け
て
あ
り
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
専
門
家
を
お
呼
び
し
て
の
サ
ー
ク
ル
教
室

の
ほ
か
、
毎
月
１
回
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
い
て
お
り
ま
す
」

有料老人ホーム

メンテナンステクノロジー ＆ リスクコミュニケーション

vol.4

Communication

ServiceAmenity

maintenanceTechnology

株式会社
太平洋シルバーサービス

現在、全国で1000前後の施設があるとされている
有料老人ホーム。なかでも太平洋シルバーサービ
スは、「都市型」の介護付有料老人ホームをテーマ
に、東京都内のＪＲ・私鉄沿線に全7館の老人ホー
ムを展開している企業である。今回は東京都練馬区
にある「シルバーシティ石神井」を中心に、老人ホ
ームにおけるエレベーターの安全とセキュリティ
ーについて伺ってきた。

管理者の立場から…

Maker

Manager

Safety

USER

馬
島 

茂
氏

代
表
取
締
役　

理
事
長

シルバーシティ石神井 外観
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建
物
は
中
庭
を
ぐ
る
り
と
囲
ん
で
、
東
西
南
北
に
大
き
な

ガ
ラ
ス
窓
が
面
す
る
設
計
。
対
角
線
上
に
そ
れ
ぞ
れ
配
置
さ

れ
た
階
段
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
ガ
ラ
ス
張
り
の
シ
ー
ス
ル
ー

仕
様
で
、
高
齢
者
と
ヘ
ル
パ
ー
が
館
内
の
ど
こ
に
い
る
か
が

お
互
い
に
一
目
で
わ
か
る
。

　
「
基
本
的
に
、
入
居
者
の
方
が
お
部
屋
に
閉
じ
こ
も
ら
ず
、

他
の
方
と
交
流
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん

で
あ
り
ま
す
」（
シ
ル
バ
ー
シ
テ
ィ
石
神
井
副
園
長　

堀
川
俊
美
氏
）

　

食
堂
が
１
階
に
あ
る
た
め
、
入
居
者
は
食
事
の
た
び

に
、
２
、３
階
に
あ
る
居
室
と
の
間
を
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
往
復

す
る
。
大
浴
場
や
サ
ー
ク
ル
教
室
へ
の
移
動
も
含
め
る
と
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
館
内
交
通
の
要
だ
。

　

運
行
速
度
や
ド
ア
の
開
閉
は
、
高
齢
者
が
乗
り
や
す
い
よ

う
に
、
非
常
に
ゆ
っ
く
り
と
設
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
乗
り

降
り
の
際
に
は
必
ず
職
員
が
付
き
添
い
、
ボ
タ
ン
を
押
し
た

り
、
お
迎
え
を
す
る
と
い
う
。

　
「
基
本
的
に
う
ち
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
小
さ
く
て
、
病
院
用

の
よ
う
な
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
も
余
裕
で
入
る
よ
う
な
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
の
不
自
由
さ
が
、
必
ず
人
手
で
案

内
す
る
と
い
う
温
か
さ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」（
馬
島
氏
）

　
地
域
と
の
交
流
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

　

シ
ル
バ
ー
シ
テ
ィ
石
神
井
は
入
居
者
と
地
域
住
民
の
方
々

と
の
協
力
関
係
を
重
視
し
、
季
節
ご
と
に
防
災
運
動
や
農
作

物
の
即
売
会
な
ど
を
催
し
た
り
、
１
階
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
無

料
開
放
し
た
り
し
て
い
る
。
ま
た
シ
ル
バ
ー
ヴ
ィ
ラ
石
神
井

で
は
、
地
域
の
中
学
校
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
」
か
ら
、
中

学
生
が
囲
碁
を
打
ち
に
く
る
と
い
う
。

　
「
実
の
お
孫
さ
ん
の
よ
う
に
交
流
で
き
て
、
と
っ
て
も
い
い

で
す
よ
。
入
居
者
の
方
の
表
情
が
ぱ
っ
と
明
る
く
な
る
ん

で
す
」（
シ
ル
バ
ー
ヴ
ィ
ラ
石
神
井
園
長　

上
野
チ
イ
子
氏
）

　

こ
う
し
た
積
極
的
な
交
流
の
一
方
で
、
気
に
な
る
の
が
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
面
だ
。
館
内
の
カ
メ
ラ
や
モ
ニ
タ
ー
、
館
外

の
侵
入
者
セ
ン
サ
ー
に
つ
い
て
は
、
事
務
所
と
フ
ロ
ン
ト
で

管
理
し
て
い
る
。
ま
た
入
り
口
は
自
動
ド
ア
だ
が
、
開
閉
は

職
員
が
確
認
後
、
フ
ロ
ン
ト
で
行
う
方
式
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
外
部
か
ら
の
不
審
者
の
侵
入
を
防
ぐ
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
職
員
が
知
ら
な
い
間
に
、
認
知
症
（
脳
や
身
体
の

疾
患
を
原
因
と
し
て
、
記
憶
や
判
断
力
な
ど
の
障
害
が
起
こ
り
、
通
常
の

社
会
生
活
が
送
れ
な
く
な
っ
た
状
態
）
の
方
が
館
外
に
外
出
す
る
の

を
防
ぐ
役
割
も
あ
る
。
や
は
り
人
の
目
に
勝
る
安
全
装
置
は

な
い
よ
う
だ
。

　
「
必
ず
職
員
が
手
と
声
で
確
認
し
ま
す
。
そ
れ
が
私
た
ち
の

考
え
る
〞ハ
イ
タ
ッ
チ
・
ハ
イ
ケ
ア
〝の
一
つ
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
」（
原
澤
氏
）

防
災
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

　

防
災
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
毎
月
「
防
災
の
日
」
を
決

め
、
管
轄
の
消
防
署
員
を
呼
ん
で
、
避
難
訓
練
や
防
災
の
ビ

デ
オ
上
映
な
ど
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
だ
っ
た
ら
、
緊
急
時
は
全
部
の
階
を
押
す

と
か
、
途
中
で
止
ま
っ
た
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
、
と
い
う

こ
と
も
訓
練
し
ま
す
」（
上
野
氏
）

　

こ
れ
ま
で
な
に
か
ト
ラ
ブ
ル
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　
「
お
か
げ
さ
ま
で
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。
管
理
者
と
し
て
は
あ

り
が
た
い
こ
と
に
、
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
さ
ん
は
地
震
が
あ
る

と
確
認
の
電
話
を
か
け
て
き
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
ま
た
少
し

大
き
な
地
震
の
場
合
に
は
、
す
ぐ
に
作
業
員
の
方
が
や
っ
て

来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
」（
原
澤
氏
）

　

館
内
交
通
の
要
と
は
い
え
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
１
台
だ
け
。

月
に
１
回
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
も
気
を
遣
う
。

「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
会
社
か
ら
１
カ
月
前
に
日
程
を
い
た
だ
い

て
、
お
客
さ
ま
に
は
入
居
者
懇
談
会
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
日
を

呼
び
か
け
た
り
、
館
内
の
掲
示
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
中
に
ど
う
し
て
も
階
と
階
の
間
を
移
動
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
起
き
た
場
合
に
は
、
外
の
非
常
ス
ロ
ー

上
野 

チ
イ
子
氏

シ
ル
バ
ー
ヴ
ィ
ラ
石
神
井　

園
長

原
澤 

芳
男
氏（
左
）

シ
ル
バ
ー
シ
テ
ィ
石
神
井　

園
長

堀
川 

俊
美
氏（
右
）

シ
ル
バ
ー
シ
テ
ィ
石
神
井　

副
園
長

エレベーターを利用する際には、
職員が必ず介添えする

シルバーシティ石神井ロビーから中庭を臨む



有料老人ホーム

メンテナンステクノロジー ＆ リスクコミュニケーション

プ
を
解
錠
し
、
ス
タ
ッ
フ
が
付
き
添
っ
て
車
椅
子
で
ゆ
っ
く

り
移
動
し
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
」（
原
澤
氏
）

　

入
居
者
懇
談
会
は
社
団
法
人
全
国
有
料
老
人
ホ
ー
ム
協
会

の
指
導
に
よ
る
も
の
だ
が
、
通
常
は
３
カ
月
に
１
回
の
と
こ

ろ
、
シ
ル
バ
ー
シ
テ
ィ
石
神
井
で
は
毎
月
開
催
し
て
い
る
。

こ
れ
が
入
居
者
の
意
見
を
聞
く
と
い
う
本
来
の
目
的
の
ほ
か

に
、
各
種
催
事
の
お
知
ら
せ
の
場
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
。

心
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

　

今
回
の
取
材
で
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
従
業
員
の
数
の
多

さ
だ
。
す
ぐ
見
え
る
位
置
に
人
が
い
る
安
心
感
は
、
代
え
難
い

価
値
だ
ろ
う
。
馬
島
理
事
長
に
、
今
後
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

「
現
在
は
当
社
の
8
号
館
を
企
画
中
で
す
。
東
京
都
の
有
料

老
人
ホ
ー
ム
は
、２
０
０
０
年
に
は
50
程
度
だ
っ
た
も
の
が
、

い
ま
で
は
2
0
0
以
上
も
あ
り
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
も
20
年
の

歴
史
に
甘
ん
じ
て
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
一
方
こ
の
仕
事
は
モ

ラ
ル
の
面
も
大
事
。
利
益
追
求
だ
け
に
と
ら
わ
れ
な
い
よ
う
、

今
の
路
線
を
続
け
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

1 963年の「老人福祉法」によって、現在主流の「特別
養護老人ホーム」である、公的な老人ホームができま

した。一方、お金のある人が自費で入る「有料老人ホーム」
についても定義されました。
　2000年4月に始まった「介護保険」によって、有料老人ホー
ムの状況は急激に変化しました。入居者の介護が必要になっ
た場合、有料老人ホームでも、都道府県から「介護保険特
定施設」の事業者指定を受ければ、入所者は介護保険を利
用し、1割の自己負担で介護を受けられるようになったので
す。これにより入居料自体も安くなり、有料老人ホームが
一般化し、施設数も急速に増えていきました。
　さらに今回の改正で、一方の特別養護老人ホームでは、
食事代・光熱費などを「ホテルコスト」として全額自己負担
するようになりました。こうなると、ひと月あたりの支払い
額だけを見れば、有料老人ホームと特別養護老人ホームの
差はあまりなくなってきています。このようなボーダーレ
ス化の結果、有料老人ホームを選ぶ人が増えつつあります。
　有料老人ホーム自体も、従来のような豪華なものからリー

ズナブルなものまで二極化しています。駅から近い、都市
型志向の有料老人ホームも、2000年以降は圧倒的に増えて
います。
　また2006年 4月からは、30床以下の小規模な施設につい
ては、都道府県ではなく市町村が「特定施設」指定を行う
ようになります。その代わり、その市町村の人しか使えな
くなります。有料老人ホームも住み慣れたコミュニティーの
中に位置づけられるようになっていくことが予想されます。
制度とともに、老人ホームの形態も変化していくのです。

1949年生まれ。大阪市立大学大学院生活科学研究科修士課程修了。現在は大阪市立大
学大学院生活科学研究科教授。日本在宅ケア学会副理事長、日本ケアマネジメント学会
理事などを務める。社会学博士。著著は『ケースマネジメントの理論と実践』（中央法
規出版）、『介護支援専門員のためのケアプラン作成講座』（環境新聞社）他多数。
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介
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研
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ほ
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高
齢
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施
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開
発
運
営
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す
る
コ
ン
サ
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テ
ィ
ン
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行
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。

■ 

住
所
‥
東
京
都
武
蔵
野
市
境
南
町

　
　
　
　

 

２
丁
目
８
番
19
号

■ 

電
話
‥
0
4
2
2̶
3
4̶
1
6
3
6

■ 

設
立
‥
１
９
８
４
年
４
月

ボーダレス化する老人ホームの未来
2000年の介護保険の登場以来、有料老人ホームの状況は劇的に変
化しつつある。日本における有料老人ホームの歴史と今後の状況を
中心に、多様化する老人福祉サービスの現状について、社会福祉学
の研究者である白澤政和教授に解説していただいた。

大阪市立大学大学院教授　白澤 政和 さん
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東芝エレベータ
株式会社

老人ホームにとって、エレベーター
は館内の移動になくてはならない存
在だ。では、そこでのメンテナンス
にはどのような特色があり、またど
んな技術が注がれているのか。さら
には、近年意識が高まりつつある防
災に関する取り組みについてはどう
か。シルバーシティ石神井のメンテ
ナンスを担当する、東芝エレベータ
東京支社東京北支店の永見支店長と
松寺氏に尋ねた。

Communication

ServiceAmenity

maintenanceSafetyTechnology

メーカーの立場から…

Maker

Manager

ち
ょ
っ
と
し
た
段
差
に
も

細
心
の
注
意

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
、

老
人
ホ
ー
ム
の
場
合
で
も
、
点
検
内
容
そ

の
も
の
は
、
他
の
施
設
と
あ
ま
り
変
わ
ら

な
い
。
し
か
し
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
中

に
お
け
る
利
用
者
の
安
全
に
は
や
は
り
格

別
の
配
慮
が
必
要
だ
と
い
う
。

「
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
は
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー

に
点
検
中
の
表
示
を
出
し
て
い
て
も
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
お
客

さ
ま
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

点
検
中
は
、
ド
ア
の
前
に
柵
を
設
置
し
た

り
、
周
り
に
人
が
い
な
い
か
ど
う
か
他
の

施
設
の
場
合
よ
り
注
意
を
払
っ
て
作
業
し

ま
す
。
ま
た
、
点
検
前
に
機
械
室
に
行
っ

て
電
源
を
落
と
す
と
き
も
、
か
ご
室
に
人

が
い
な
い
か
、
必
ず
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
確

認
し
て
か
ら
作
業
に
入
り
ま
す
」
と
フ
ィ

ー
ル
ド
グ
ル
ー
プ
の
松
寺
康
之
グ
ル
ー
プ

長
は
語
る
。

　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
使
用
す
る
機
材
の
管

理
も
重
要
だ
。

「
工
具
か
ら
は
目
を
離
さ
ず
、
作
業
場
所

を
移
動
す
る
際
も
、
工
具
は
常
に
持
参
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
と
永
見
健
治
支

店
長
は
言
う
。

　

老
人
ホ
ー
ム
で
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は

館
内
移
動
の
要
と
な
る
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

中
で
も
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
ご
利
用
に
な

り
た
い
方
が
出
る
場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
。

「
も
ち
ろ
ん
そ
の
と
き
の
作
業
内
容
に
も

よ
り
ま
す
が
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
動
か
せ

る
場
合
に
は
、
基
本
的
に
は
点
検
作
業
を

中
断
し
て
動
か
す
対
応
を
し
て
い
ま
す
」

（
永
見
氏
）

　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
際
、
特
に
注
意
し
て

点
検
す
る
の
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
建
物

の
間
の
床
段
差
だ
と
い
う
。
老
人
ホ
ー
ム

で
は
、
車
椅
子
や
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
な
ど

車
輪
の
つ
い
た
器
具
の
移
動
が
多
く
、
ま

た
お
年
寄
り
の
場
合
は
、
少
し
つ
ま
ず
い

た
だ
け
で
も
骨
折
事
故
に
つ
な
が
っ
て
し

ま
う
危
険
性
が
高
い
か
ら
だ
。

　
「
シ
ル
バ
ー
シ
テ
ィ
石
神
井
で
も
、エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
床
段
差
に
つ
い
て
は
と
て
も

気
を
つ
け
て
調
整
し
て
ま
す
」（
永
見
氏
）

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
需
要
に
応
え
、
既

存
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
お
い
て
か
ご
室
と

乗
り
場
の
敷
居
間
の
溝
を
狭
く
す
る
技
術

や
、
新
規
設
置
の
段
階
で
、
し
き
い
間
距

離
を
30
�
か
ら
10
�
に
狭
く
し
た
機
種
を

商
品
化
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
商
品
の
需
要

は
、１
９
９
４
年
の
「
ハ
ー
ト
ビ
ル
法
（
高

齢
者
、
身
体
障
害
者
等
が
円
滑
に
利
用
で
き
る

特
定
建
築
物
の
建
築
の
促
進
に
関
す
る
法
律
）」

制
定
以
来
、
増
え
て
き
て
い
る
と
い
う
。

緊
急
時
に
備
え
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ

う
か
。

　

昨
年
10
月
の
新
潟
県
中
越
地
震
以
来
、

特
に
地
震
に
対
す
る
防
災
意
識
が
高
ま
っ
て

い
る
。
こ
の
7
月
に
は
、
東
京
で
も
一
部
で

震
度
5
強
を
記
録
す
る
大
き
な
地
震
が
あ

り
、
電
車
な
ど
の
交
通
機
関
や
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
に
も
緊
急
停
止
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
。

　

こ
う
し
た
地
震
の
際
、
福
祉
施
設
や
病

院
の
よ
う
に
公
共
性
が
高
い
施
設
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
に
関
し
て
は
、
特
別
の
対
応
が

必
要
に
な
る
。
地
震
時
管
制
運
転
装
置
の

動
作
に
よ
っ
て
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
安
全

の
た
め
に
最
寄
階
に
自
動
停
止
し
て
し
ま

っ
た
場
合
、
車
椅
子
や
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー

で
の
移
動
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　
「
老
人
ホ
ー
ム
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、

入
居
者
の
方
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
で
す
。
地
震
発
生
後
、
で
き
る
だ

け
早
く
復
旧
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
お

り
ま
す
」（
永
見
氏
）

　

本
当
の
意
味
で
の
防
災
の
た
め
に
は
、

利
用
者
の
理
解
も
欠
か
せ
な
い
。

　
「
お
客
さ
ま
の
利
用
事
故
防
止
に
つ
い

て
の
活
動
は
、
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な

ど
を
従
来
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、

近
年
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
取
り
扱
い
に

関
す
る
説
明
だ
け
で
は
な
く
、
構
造
な

ど
に
つ
い
て
も
、
あ
わ
せ
て
ご
説
明
す

る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。
老
人
ホ
ー

ム
な
ら
ば
職
員
の
方
を
対
象
に
、
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ら
ば
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合

の
総
会
な
ど
に
伺
っ
て
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
構
造
や
基
本
操
作
、
緊
急
時
の
対

処
方
法
な
ど
を
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

今
後
は
私
ど
も
の
方
か
ら
積
極
的
に
、

こ
う
し
た
ご
説
明
の
機
会
を
作
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
」（
永
見
氏
）

　

今
後
も
ま
す
ま
す
需
要
増
が
予
想
さ
れ

る
老
人
福
祉
の
分
野
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
会

社
が
貢
献
で
き
る
部
分
は
少
な
く
な
い
。

　
「
や
は
り
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
車
椅
子

の
方
や
お
年
寄
り
の
上
下
移
動
を
楽
に
す

る
た
め
に
は
、
一
番
適
し
た
手
段
だ
と
思

い
ま
す
」（
永
見
氏
）



神
奈
川
県
大
和
市
が「
み
ん

な
で
進
め
る
地
域
福
祉

特
区
」の
構
造
改
革
特
区
認
定

を
受
け
た
の
は
、
２
０
０
３
年

４
月
21
日
。
内
容
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に

よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
輸
送
と
し

て
の
有
償
運
送
可
能
化
事
業
」

だ
。
構
造
改
革
特
区
と
は
、
地

方
公
共
団
体
や
民
間
事
業
者
等

の
発
案
に
よ
り
、
特
定
地
域
限

定
で
規
制
緩
和
を
導
入
す
る
シ

ス
テ
ム
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
り
全
国
的

な
規
制
見
直
し
へ
の
実
験
場
と

す
る
も
の
だ
。

　

３
本
の
私
鉄
（
小
田
急
江
ノ
島

線
、
東
急
田
園
都
市
線
、
相
模
鉄
道
）

の
ほ
か
、
路
線
バ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
走
る
大
和
市
は
、

も
と
も
と
公
共
交
通
に
は
恵
ま

れ
て
い
る
。
一
方
、
こ
れ
ら
の

利
用
が
困
難
な
人
々
も
多
い
。

人
口
約
22
万
人
の
う
ち
、
要
介

護
認
定
者
や
身
体
障
害
者
は
合

わ
せ
て
約
１
万
人
と
い
う
。

　
「
し
か
し
市
の
運
営
す
る
無

料
リ
フ
ト
カ
ー
は
登
録
制
で
、

土
日
は
運
休
と
使
い
勝
手
が
あ

ま
り
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
車
椅
子
の
ま
ま
乗
れ
る
福

祉
車
両
を
持
つ
タ
ク
シ
ー
事
業

所
も
市
内
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
移
動
サ
ー
ビ
ス
専
門
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
生

ま
れ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
取
得
し

た
の
で
す
が
、
福
祉
目
的
と
は

い
え
、
タ
ク
シ

ー
事
業
者
の
認

定
が
な
い
有
償

運
送
は
や
は
り

〞白
タ
ク
行
為
〝。

そ
こ
を
な
ん
と

か
し
た
い
と
い

う
こ
と
で
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
か
ら
市
に
特
区
申
請
の
提

案
が
行
わ
れ
た
の
で
す
」

　

特
区
認
定
に
よ
り
、
具
体
的

に
は
白
ナ
ン
バ
ー
、
つ
ま
り
タ

ク
シ
ー
事
業
者
の
許
可
を
取
ら

な
い
車
両
で
も
、
正
式
に
国
の

許
可
を
受
け
て
有
償
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
運
送
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
現
在
は
３
つ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
が
活
動
中
で
、
昨
年
１
年

4

山
本 

春
美
氏  

神
奈
川
県
大
和
市
役
所　

保
健
福
祉
部　

福
祉
総
務
課　

福
祉
政
策
担
当　

「みんなで進める地域福祉特区」の認定により、NPOが有償でボランティア
輸送できるようになった。

地
域
経
済

小田急江ノ島線桜ヶ丘駅のエレベーター。
西口・東口から改札口、改札口から上り・
下りホームの計4ヵ所に設置されている。

YAMATO-City

神
奈
川
県
の
中
央
に
位
置
し
、
東
京
や
横
浜
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
栄
え
る
大
和
市
。

厚
木
基
地
が
近
く
、
国
際
色
豊
か
な
地
域
で
も
あ
る
。

一
方
で
住
民
の
自
治
意
識
が
高
く
、
独
特
の
市
政
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、

平
成
15
年
に
は
政
府
の
進
め
る
「
構
造
改
革
特
区
」
の
一
環
と
し
て
、
福
祉
特
区
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

大
和
市
の
福
祉
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
大
和
市
役
所
・
保
健
福
祉
部
の
山
本
春
美
氏
に
お
話
を
伺
っ
た
。



　 　

大
和
市
役
所Y

am
ato City Goverm

ent

大
和
市
は
神
奈
川
県
の
中
央
に
位
置
し
、
東
に
横
浜
市
、
西
に
海
老
名
市
、
南
に

藤
沢
市
、
北
に
相
模
原
市
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
市
内
に
は
3
つ
の
私
鉄
鉄
道
が
走

り
、8
つ
の
駅
に
は
い
ず
れ
も
高
齢
者
に
配
慮
し
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
を
設
置
す
る
予
定
だ
。
2
0
0
3
年
4
月
に
「
み
ん
な
で
進
め
る
地
域
福
祉

特
区
」
の
認
定
を
受
け
て
い
る
。
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神
奈
川
支
社

神
奈
川
支
社
は
、
神
奈
川

県
全
域
を
担
当
す
る
大

規
模
拠
点
で
あ
る
。
横
浜
ス
タ

ジ
ア
ム
か
ら
Ｊ
Ｒ
関
内
駅
を
挟

ん
だ
一
画
に
位
置
す
る
オ
フ
ィ

ス
に
、
加
々
美
支
社
長
を
訪
ね

た
。

　
「
神
奈
川
県
は
、
首
都
・
東

京
の
隣
に
位
置
し
な
が
ら
、
他

の
関
東
の
県
に
比
べ
て
、
あ
る

意
味
で
東
京
に
対
す
る
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
機
能
か
ら
自
立
し
た
地

域
だ
と
言
え
ま
す
。
地
元
に
元

気
の
い
い
企
業
家
が
多
い
の
も

特
徴
で
、
信
用
金
庫
や
デ
ィ

ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
地
元
で
し
っ
か

り
と
結
び
つ
い
て
手
堅
い
経
営

を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
区
で
一
つ
の
経
済
圏
が
で
き

上
が
っ
て
い
ま
す
。
川
崎
、横

浜
だ
け
で
は
な
く
、
大
和
市
の

よ
う
な
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
、
小
田

原
、
箱
根
、湯
河
原
の
よ
う
な

リ
ゾ
ー
ト
エ
リ
ア
ま
で
、
都
市

の
特
色
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
で

す
ね
。
国
際
色
に
も
富
ん
で
い

ま
す
」

　

神
奈
川
支
社
の
う
ち
、
特
に

京
浜
地
区
で
は
古
い
建
物
に
東

芝
製
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
入
っ
て

い
る
物
件
も
多
い
。こ
の
た
め
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
一
部
ま
た
は

全
部
を
新
し
い
も
の
に
入
れ
替

え
る
「
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
」
の
需

要
が
、
他
の
拠
点
に
比
べ
て
早

く
か
ら
あ
っ
た
と
い
う
。

　
「
古
い
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
バ

リ
ア
フ
リ
ー
対
策
が
な
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
も
多
い
の
で
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
の
際
に
は
車
椅
子

対
応
に
す
る
な
ど
の
ご
提
案
を

積
極
的
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
」

　

最
近
手
が
け
た
な
か
で
も
特

に
大
き
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

川
崎
駅
北
側
地
区
の
大
規
模
な

再
開
発
だ
。工
業
地
区
の
イ
メ

ー
ジ
が
強
か
っ
た
川
崎
市
が
、

文
化
・
商
業
施
設
や
住
宅
を
導

入
し
な
が
ら
、ハ
イ
テ
ク
分
野
の

研
究
地
区
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

ろ
う
と
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

　
「
神
奈
川
県
は
住
民
の
意
識

が
高
く
、
進
取
の
気
風
に
富
ん

だ
土
地
柄
で
す
。
川
崎
だ
け
で

な
く
、南
武
線
や
京
浜
東
北
線
、

小
田
急
線
の
沿
線
で
も
盛
ん
に

再
開
発
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
」

　

最
後
に
今
後
の
展
開
に
つ
い

て
お
聞
き
し
た
。

　
「
全
国
的
な
流
れ
で
は
あ
り

ま
す
が
、
防
犯
や
福
祉
関
連
の

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
は
積
極
的
に

展
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。
神

奈
川
県
に
は
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

持
っ
た
地
区
が
ま
だ
ま
だ
点
在

し
て
い
ま
す
か
ら
、
今
後
は
川

崎
、
横
浜
に
偏
る
こ
と
な
く
、

裾
野
を
広
げ
て
積
極
的
に
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
こ
う
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
一
方
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
は
、ハ
ー
ド
と
し
て
の
機
器
と
、

そ
れ
を
支
え
る
ソ
フ
ト
と
し
て
の

サ
ー
ビ
ス
が
複
合
し
た
事
業
で

す
。
そ
の
意
味
で
、
表
に
出
な

い
地
味
な
仕
事
で
は
あ
り
ま
す

が
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
引
き
続

き
重
視
し
て
い
き
ま
す
」

支
社
長

加
々
美 

孝
成
氏

間
で
約
７
０
０
０
回
の
サ
ー
ビ

ス
が
行
わ
れ
た
と
い
う
。

　
「
大
和
市
の
地
域
性
と
し
て
、

市
民
活
動
が
非
常
に
活
発
で
、

『
行
政
だ
け
に
は
任
せ
な
い
』

と
い
う
機
運
が
強
い
の
で
す
。

福
祉
に
限
ら
ず
、
む
し
ろ
行
政

が
市
民
の
活
動
を
支
援
す
る
、

と
い
う
関
係
に
あ
り
ま
す
」

　

そ
ん
な
大
和
市
な
ら
で
は
の

取
り
組
み
が
、
昨
年
１
年
間
か

け
て
作
成
さ
れ
た
と
い
う
「
大

和
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
M
A
P
」

だ
。
市
の
福
祉
啓
発
部
門
が
事

務
局
と
な
っ
た
が
、
調
査
を
行

っ
た
作
成
委
員
会
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
の

市
民
グ
ル
ー
プ
。
市
内
各
駅
と

周
辺
施
設
を
足
で
回
り
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
の
達
成
度
を
ま
と

め
た
。
ハ
ー
ド
面
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
だ
け
で
な
く
、
店
員
の
対

応
や
福
祉
意
識
な
ど
ソ
フ
ト
面

に
つ
い
て
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

っ
た
と
い
う
。

　

一
方
、
市
で
は
、
交
通
バ
リ

ア
フ
リ
ー
法
に
基
づ
き
、
市
内

私
鉄
8
駅
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

昨
年
の
鶴
間
駅
に
続
き
、
今
年

度
中
に
は
南
部
の
高
座
渋
谷
で

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
最
後
に
残
る
相
鉄

線
相
模
大
塚
駅
で
も
設
置
予
定

だ
。

　

最
後
に
山
本
氏
は
、
今
後
は

「
自
治
」と
「
協
働
」が
大
和
市

の
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
と
語
っ
て
く

れ
た
。

　
「
厚
木
基
地
が
近
く
、
ま

た
土
地
が
狭
く
高
層
住
宅

が
多
い
大
和
市
で
は
、

実
は
定
住
率
が
低
い
の

で
す
。
今
後
の
総
合

計
画
は
、
住
民
主
体

の
街
づ
く
り
と
、
子
育

て
の
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
テ
ー
マ
に
展
開

し
て
い
く
予
定
で
す
」

が
ん
ば
る
支
社
4

の
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
と
語
っ
て
く

「
厚
木
基
地
が
近
く
、
ま

た
土
地
が
狭
く
高
層
住
宅

の
街
づ
く
り
と
、
子
育

て
の
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
テ
ー
マ
に
展
開

大和市バリアフリーMAP。
大和市内の駅、周辺施設のバリアフリー情報
が記載されている。



モ
ノ
レ
ー
ル
が
初
め
て
実
用
化
さ
れ
た
の
は

１
８
８
８
年
。ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
地
上
１
m
の

高
さ
の
跨
座
式
（
*1
）
の
蒸
気
式
モ
ノ
レ
ー
ル
が
開

業
し
た
。
高
架
式
で
は
、
1
9
0
1
年
に
ド
イ
ツ

で
電
気
式
の
懸
垂
式
（
*2
）
モ
ノ
レ
ー
ル
が
開
業
。

こ
の
モ
ノ
レ
ー
ル
は
、
改
修
を
繰
り
返
し
な
が
ら

現
在
で
も
市
民
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
初
の
モ
ノ
レ
ー
ル
は
、
１
９
５
７
年
に
上
野

動
物
園
で
自
主
開
発
さ
れ
た
懸
垂
式
の
モ
ノ
レ
ー
ル

（
現
在
は
運
行
休
止
）。
本
格
的
な
開
業
は
１
９
６
４

年
で
、
世
界
で
初
め
て
の
都
市
交
通
機
関
と
し
て

の
モ
ノ
レ
ー
ル
と
し
て
、
東
京
モ
ノ
レ
ー
ル
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。

　

東
京
モ
ノ
レ
ー
ル
は
、
モ
ノ
レ
ー
ル
が
日
常
生

活
の
移
動
手
段
と
し
て
根
付
き
、
成
功
し
て
い
る

数
少
な
い
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
モ
ノ
レ
ー
ル
は
大
量

輸
送
に
向
か
な
い
、
急
な
勾
配
に
弱
い
、
ス
ピ
ー

ド
が
出
な
い
な
ど
と
い
っ
た
面
が
あ
る
た
め
だ
。

国
内
外
の
成
功
例
を
見
て
み
る
と
、
万
博
会
場
や

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ワ
ー
ル
ド
の
中
で
使
用
さ
れ
る
よ
う

な
、
あ
る
種
観
光
的
、
非
日
常
的
な
シ
ー
ン
で
使

用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
大
半
を
占
め
る
。

　

空
港
も
非
日
常
的
日
常
の
シ
ー
ン
と
い
え
る
だ

ろ
う
。
機
内
で
日
常
か
ら
隔
離
さ
れ
て
過
ご
す
数

時
間
を
経
て
到
着
し
た
空
港
か
ら
せ
わ
し
な
い
日

常
に
本
格
的
に
戻
る
ま
で
の
わ
ず
か
な
時
間
、
モ

ノ
レ
ー
ル
か
ら
見
え
る
東
京
湾
に
心
地
よ
さ
を
感

じ
る
人
が
多
い
と
思
う
。
そ
れ
は
ほ
ん
の
少
し
、

遊
園
地
の
観
覧
車
に
求
め
ら
れ
る
も
の
に
似
て
い

る
よ
う
だ
（
談
）。

浜松町と羽田空港を結ぶ、東京モノレール。
そこから今後モノレールに求められるものが見えて来た。

モ
ノ
レ
ー
ル
の
価
値
を
高
め
る

美
し
き
東
京
湾
の
眺
め

日本・東京

法政大学  黒川 和美

*1　跨座式（こざしき）：車両の下にレールがあるタイプ。
*2　懸垂式（けんすいしき）：レールに車両がぶら下がっているタイプ。




